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日　　時：平成⚒⚙年⚕月⚒⚐日（土）
会　　場：東邦大学習志野キャンパス
　　　　　薬学部Ｃ館　ＣȂ⚑⚐⚑講義室

⚑⚓：⚐⚐～⚑⚓：⚐⚕　開会の挨拶 成末　憲治（薬学部社会連携委員　司会進行）

⚑⚓：⚐⚕～⚑⚔：⚐⚕　講演⚑
　　　　　　　　「漢方の世界へようこそ」

座長：李　　　巍　　　　 　　　　　　　　
演者：小池　一男　　　　 　　　　　　　　
　　　（東邦大学薬学部　教授）　　　　　　

⚑⚔：⚐⚕～⚑⚔：⚑⚕　質疑応答

⚑⚔：⚑⚕～⚑⚔：⚓⚐　休憩（ドリンクサービス）

⚑⚔：⚓⚐～⚑⚕：⚓⚐　講演⚒
　　　　　　　　「健康的に美しく歳を重ねるためのサプリメント＆ハーブ」

座長：李　　　巍　　　　 　　　　　　　　
演者：酒井美佐子　　　　　　　　　　　　 
　　　（水戸中央病院医療技術部　部長）　　

⚑⚕：⚓⚐～⚑⚕：⚔⚐　質疑応答

⚑⚕：⚔⚐～⚑⚕：⚔⚕　閉会の挨拶 東　祐太郎（薬学部社会連携副委員長）

第⚖⚓回東邦大学薬学部公開講座プログラム
　テーマ：『漢方、サプリメント＆ハーブで健やかに』
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　「最近，身体の調子がすぐれないな･･･」，このような悩みを抱えている方は決して少なく
はないでしょう。さまざまな不調を抱えている人や自分の病気に気づいていない人は，実
はとても多いのです。西洋医学（現代医学）は，昔なら治らない病気から計り知れないく
らい多くの尊い生命を救ってきました。しかし，生活習慣病，ストレスによる心身症やア
レルギー疾患，原因のはっきりしない身体の不調など，急速な進歩をとげた西洋医学では
対応が難しい病気や症状に対して，漢方薬による治療効果が注目されております。さらに，
西洋医学の治療に満足できなくて，あるいは限界を感じて，さらに高齢化が進みストレス
が多い時代になり，漢方治療を希望する人が年々増えていることも事実です。では，身体
のバランスを調え，自然治癒力（自己治癒力）を高めるといわれる漢方は，どのような医
学なのでしょうか。その概略を以下のようにまとめてみました。

⚑．漢方と西洋医学との違い
　漢方というと，中国が本場と思っている人も多いでしょう。確かに日本の漢方は，二
千年以上前の古代中国に発祥した伝統医学を起源としています。その中国の伝統医学の
おおもとが完成したのは，紀元前後の「漢」の時代でした。その後，六世紀ごろに仏教
の伝来と前後して中国から日本へ伝えられたの中国伝統医学が千数百年の時を経過する
なかで，日本の風土や日本人の身体を通して工夫改良され，独自の発展を遂げたのが現
在の「漢方」です。
　一般に，漢方が“わかりにくい”あるいは“胡散臭い”といわれるのは，病気や病人
のとらえ方が西洋医学とはかなり違うからではないでしょうか。病気のとらえ方が違え
ば，それにアプローチする治療方針も異なってきます。はじめに，西洋医学と漢方とは
それぞれどのような特徴をもつ医学なのかを整理してみましょう。

　⚑）西洋医学の特徴
　　①西洋医学は自然科学（再現性，客観性，普遍性）が基盤

　西洋医学は精神的・心理的な側面を除外して，病気の原因を科学的に分析し，論理
的に納得できる治療法で，理論医学を基盤とし発展してきました。そこで，現在の西
洋医学は，心（精神）と物（身体）を分離させて考える傾向にあります。これを心身
二元論（物心二元論）といいます。病気が起こった場合，どの臓器に異常があり，ど
の細胞のどの物質がおかしくなっているのか，遺伝子のどこに異常があるのかと，原
因を分子レベルまで突きつめていきます。 

「漢方の世界へようこそ」
東邦大学薬学部生薬学教室

小　池　一　男
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　　②細分化の方向へ発展
　高度な技術と過度の専門化により，患者さんの全人的な診断が困難であり，他の疾
患との関連が不明となります。また，治療法は細菌に対する抗生物質のように，病気
の原因となるものを直接攻撃します。また，がんに対する外科治療では，傷んだ臓器
を取り除くなど，特定の標的に的を絞った治療が行われます。

　　③病名に基づく治療
　西洋医学による治療では，健康保険制度のあり方にも問題がありますが，どちらか
というと患者さんの悩みや訴えよりも，検査データが重視される傾向があります。ま
た，検査で異常所見が認められない患者さんへの対応は，患者不信，患者の精神を疑
う傾向にあり，心の症状は精神科や心療内科の医師へ依存する傾向にあります。
がん，脳卒中，急性心筋梗塞，糖尿病，精神疾患など。

　　④医療を取り巻く社会変化
　日本は世界に例を見ないほど少子化と高年齢化が急激に進んでいます。人口の高年
齢層の増加は加齢による体力の減退と多病化を意味するばかりでなく，必然的にその
人々を介護，看護する労働力の増加を必要とします。さらに，ここ⚒⚐数年間において，
社会環境の変化はめまぐるしく，それにともない疾病構造も感染症から日本の五大疾
病にみられるように，①がんを始めとして，②心臓病，③脳血管障害の原因である肥
満症，脂質代謝異常症（かつての高脂血症），④糖尿病，痛風，脂肪肝と言った代謝疾
患，⑤精神疾患が増えてきました。さらに患者の権利意識，生活の質あるいは命の質
QOL(Quality of Life)の確保，延命至上主義の見直しなど，人間の尊厳を尊重した死の
質QOD（Quality of dying）へと変化しています。

　⚒）漢方の特徴
　漢方では身体の内部環境をどうとらえていくのかが治療の基本となります。その方
法も自然の力を借りて，そのなかで病気を治療していこうと考えます。漢方薬もすべ
て自然から生み出されるものですし，自然治癒力（自己治癒力）に期待することも，
自然と生命，すなわち人間が密接な関係にあるというあらわれでしょう。

　　①心身一如（しんしんいちにょ）　心と身体は一体のもの
　漢方では，西洋医学のように身体を部分的に切り分けて考えたり，心と身体を分け
て考えたりはしません。心と身体は一体（心身一如）であるとみなし，人体のあらゆ
る機能は心と身体の相互作用によってなされると考えます。心と身体を切り離して治
療することは不可能とされます。
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　　②随証治療
　漢方は，病名ではなく患者さん個々の全身状態を表した診断方法に基づいて治療を
行います。この治療には，「証（しょう）＝證」という概念を用います。「証」とは明
らかにするという意味で，患者さんの心を含めた全身の状態や体質，傾向などを漢方
独自の物差しで評価し，そこから得られる診断名です。漢方ではこの「証」の決定が
処方の決定であり，診断と治療方針が一体となり同時に行われます。

　　③自覚症状を重視する
　自覚症状について，西洋医学では重要視されない事項まで，患者さんの感じている
悩みや訴えに傾聴し，それを改善することが治療の大きな部分をしめています。身体
の症状だけではなく，心の状態も自然に把握され，「病気を診て，人をみない」といわ
れる西洋医学の欠点をカバーするように，医師への信頼感や患者さんの安堵感が得ら
れる仕組みといえます。

　　④自然治癒力を高めて治療する医学
　西洋医学には人間がもともと持っている自然治癒力を活用する考えが起こりにくい
という本質的な欠点をもっています。それに対して漢方は，自然治癒力を高めて，病
気からの回復を図る方法を，数千年に及ぶ臨床経験の中から見出して治療してきた医
学なのです。

　　⑤未病（みびょう）を治す
　漢方には「未病を治（ち）す」という言葉があります。未病について，最近は，某
薬酒メーカーのテレビのコマーシャルでよく流されていたので，聞いたことがあるか
たも少なくないでしょう。
　「黄帝内経」には，「聖人不治已病治未病」（賢い人は病気になってから治すのではな
く，未病の内に治す）と書いてあることから，未病という段階で治すことが本来の医
療であることが認識されていたことがわかります。
　また，「難経」には，「上工治未病　中工治已病」という言葉も中国には古くからあ
ります。工とは医者のことで，「名医は未病のうちに治すが，腕の劣る医者は病気に
なってから治す」という意味です。中国の古典に記されたこれら言葉には，病気と健
康の間に明確な境界はないという意味があります。その一つには病気にならないよう
にすること，あるいは病気の前段階に注目して治療することです。これは早期発見・
早期治療の予防ととらえることができます。もう一つには，すでに病気をもっている
半健康状態の人でも体質を改善して，病気を抱えながらも，より健康になるという概
念です。 
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⚒．漢方のおける「証（しょう）」とはなにか
　漢方はおよそ二千年前の中国の伝統医学を起源としていますから，現在の西洋医学の
ようなMRIやCTをはじめとするハイテク検査機器を基本的には使いません。患者さん
の自覚症状と医師が五官（ごかん）を駆使して，患者さんの心身の状態に関する情報を
集めて診断治療していきます。その診断治療の手がかりとなるのが「証（しょう）」とよ
ばれる漢方独自の診断基準で，同時に患者さんの診断名であり，そして患者さんの体質
や病状などの全体像を表すとともに，治療方針を示しています。漢方では，患者さん一
人ひとりの体質や病態に合わせて治療を考えていきますが，相対する事象の均衡や不均
衡の乱れを診て，患者さんの状態である証を判断する手がかりとします。証を決定する
ための病態を示す物差しには，陰陽，虚実，寒熱，表裏，気血水，六病位など，さまざ
まなものがあります。ここでは，代表的な陰陽，虚実，気血水の概念を説明します。

　⚑）陰陽（いんよう）
　非活動的で冷たい状態を「陰（いん）」，活動的で熱い状態を「陽（よう）」として，
両者のバランスがとれた状態が良いとされます。漢方における陰陽は，生体反応の性
質を表しており，いわゆる体質なども含まれています。陰は新陳代謝が低下して寒が
りで身体の一部が冷えている状態です。顔色は青白い，やせ型または水太りで，手足
が冷える，消化不良の下痢や寒気がある場合は「陰証」とされます。
　これに対して「陽証」では，新陳代謝が高まっており，顔や身体がほてって暑いよ
うな状態です。顔が赤い，冷水をよく飲む，固太り，暑がりでのぼせやすく，汗をか
きやすい，脈が速い場合は「陽証」とされます。

　⚒）虚実（きょじつ）
　病気に侵されたとき，人によって，免疫力の違いから闘病反応が異なります。その
闘病反応が弱い者を虚（きょ），強いものを実（じつ）といいます。したがって虚実は，
体力や病気に対する抵抗力を表しています。外見的には痩せ型または水太りで，声も
弱々しく虚弱で疲れやすい場合は「虚証」とされます。一方，外見的にはがっしりし
た体格で，声も大きく張りがあり，体力も充実している場合は「実証」とされます。な
お，虚証または実証のどちらかに偏らず，この両者の中間にあたる場合は「中間証」
または「虚実間証」と呼ばれます。

　○虚証　体力がなく弱々しいタイプ。やせ型で筋肉が弱い，声が小さくて不明瞭，
疲れやすい，胃腸が弱く下痢をしやすい，腹壁が軟弱など。
　●実証　虚証と反対に体力があるタイプ。筋肉質でがっちり型，声が大きくて明瞭，
胃腸が強く便秘がち，腹壁に弾力性があるなど。
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　虚証の人は，体力がないために無理がきかず，体力以上の活動や，冷え，不規則な
生活などで変調を起こしやすいのが特徴です。一方，実証の人は，体力はありますが，
外圧を受け続けていると重い病気になることもあります。
　漢方では，「証」に応じて，それぞれ処方が変わるので，まず患者がどのような証な
のかを判断する必要があります。そのため，西洋医学的には，同じ病名でも，患者に
よって違う漢方薬が処方されることも少なくありません。個人差をあまり重視しない
西洋医学と比較して，個人差を重視する漢方のほうが，さまざまな症状に対し，きめ
細かな治療が行えます。

　⚓）陰陽虚実の組み合わせ
　このような陰と陽，虚と実を組み合わせることによって，証をおおよそ四つのタイ
プに分けることができます。陰で虚である場合と，陽で実である場合では用いる漢方
薬も当然異なりますが，同じ証であっても，どの程度のレベルなのかによっても選択
される漢方薬も異なります。
　漢方では，治療によって陰陽，または虚実の偏りをなくし，バランスのとれた状態
にもっていくことを目的としています。陰証の人に陽証向けの漢方薬を用いたり，ま
た虚証の人に実証向けの漢方薬を処方すると，かえって病状を悪化させることになり
ます。処方が決められない場合には，陰証虚証を選択すると間違いがありません。　

　⚔）気・血・水（き・けつ・すい）　「気」は「氣」の字が本来の意
　漢方では，体内の「気」，「血」，「水」の三要素があり，それぞれがバランスよく体
内を巡ることで健康が保たれていると考えます。そこで，気，血，水の流れをスムー
ズにし，これらのバランスを調節するような治療が基本となるので，気，血，水の診
断は非常に重要なものとされます。「気」は，生命エネルギーの源であり，精神的な状
態や，身体の機能的な活動を支えている基本的な要素です。その形を目にすることは
できないが，経絡に沿って体内を巡っているとされます。この気の異常としては，気
鬱（きうつ），気逆（きぎゃく），気虚（ききょ）の三つがあります。
　「気，血，水」のなかでも，特に重要なものが「気」で，親から受け継ぐ「先天の
気」のほか，飲食物や空気からつくられた「後天の気」があります。「血」と「水」は，
「気」からつくられると考えられています。「血」とは主に血液のことを指し，気と共
に全身を巡り栄養を与え，また機能を維持するものとされています。
　血の異常には，「瘀血（おけつ）」と「血虚（けっきょ）」があります。「水」は，血
液を除く全身の体液，すなわち，リンパ液や水様性の鼻水や痰，唾液，尿，汗，消化
液などを指し，これらの偏在や鬱滞（うったい），過不足などを「水毒（すいどく）」
または「水滞（すいたい）」と呼びます。
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　◎漢方に向く病気
　一般的に，漢方薬は高齢者の病気をはじめ，生活習慣病，心身症，不定愁訴，神経症
などの心の病，自覚症状を主とする機能的異常，免疫異常が関与する病気やアレルギー
疾患，西洋薬の効きが悪かったり，副作用が強く出る人に処方されます。

①不調であるが，検査では異常が認められない，不定愁訴など。
②西洋医学の治療では思わしくないもの。
③高齢者の病気，免疫異常の病気。
④アレルギー。
⑤虚弱体質による病気。
⑥心身症や神経症。
⑦更年期障害。
⑧抗がん剤など，現代医薬品の副作用で治療の継続が困難なとき。

　中高年の人に漢方治療が適する背景としては，次の⚕つがあけられます。
①機能的失調によるバランスの回復を目指している。
②体調を安定させて健康度を高め，抵抗力を増強させる。
③胃腸に負担がなく，多くの愁訴や症候に対応できる。
④病名の診断や器質的異常には対応できないが，愁訴への対応に向いている。
⑤西洋薬の副作用を軽減したり，作用を増強することができるため，西洋医学と補
完（相補）し合える。

　◎漢方に向かない病気
①西洋医学の効果が安全確実に期待できる病気
②救急処置の必要な病気
③器質的変化が大きく，手術適応のある病気
　
※不定愁訴：体のどこが悪いのかはっきりしない訴えで，検査をしてもとこが悪いのか
はっきりしないものを指す。
　例）全身倦怠感，疲労感，微熱感，頭重，頭痛，のぼせ，耳鳴り，しびれ感，動悸，
四肢冷感など。自律神経失調症や更年期障害，そのほかいわゆる心身症の症状とし
て現れることが多い
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　「健康的に美しく歳を重ねる」のは私たちの理想です。しかし、年齢を重ねるにつれて加
齢による様々な症状や病気になることも多いのが現状です。見かけが綺麗でも、カラダの
中に不安をもっていることもあるでしょう。身体の外側からも内側からも健康的に美しく
生活していくためには、健康のためのバランスを見直すことが必要です。健康のトライア
ングル「免疫系」「内分泌系」「神経系」のバランスを保つには「食事」「睡眠」「運動」が
不可欠です。その中でサプリメントやハーブを補助的に、上手に使うことをおすすめして
います。国民の⚓人に⚑人が日常的に利用しているといわれるサプリメントは栄養機能食
品、特定保健用食品、機能性表示食品を除いては、法律上「いわゆるサプリメント」とな
ります。栄養機能食品は、ビタミン13類ミネラル6類n-3系脂肪酸で、1日摂取量の下限と上
限が決められています。特定保健用食品は「トクホ」と呼ばれ、体の生理学的機能などに
影響を与える成分を含んでいて、血圧、血中のコレステロールなどを正常に保つことを助
けたり、お腹の調子を整えるのに役立つなどの特定の保健の効果が科学的に証明されてい
るものです。2015年からは機能性表示食品が加わりました。これは事業者の責任において、
科学的根拠に基づいた機能性を表示した食品です。それ以外のサプリメント、ハーブには
欧米では医師が治療目的で使う機能性をもつサプリメントがあります。注意すべきことは、
これらは目的に応じて「摂取量」「摂取方法」「副作用の有無」「注意事項」「禁忌」「医薬品
との相互作用」など、医薬品と同じように考慮すべき項目が多いことです。消費者はネッ
トや通販などの口コミや体験談の情報に左右されて購入する場合が多く、その人に合った
サプリメントを選択しているかが疑問視されています。また商品の安全性についても不明
なものが多く出回っています。今回の講演では、サプリメントに対する基本的な知識や年
齢・性差によるサプリメントの選択、信頼できる健康食品情報サイトなどを紹介したいと
思います。

参考資料
消費者庁ホームページ
国立健康栄養研究所「健康食品」の安全性・有効性情報

「健康的に美しく歳を重ねるための　　　 
　　　　　　　　サプリメント＆ハーブ」

医療法人財団古宿会水戸中央病院　医療技術部　部長
薬剤師・博士（保健医療学）

酒　井　美佐子
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http://hfnet.nih.go.jp/




